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研究成果の概要：年間 50 億円に達するイノシシ被害に対応するためには、イノシシの行動特 

性を分析する必要がある。本研究では、滋賀県比良山地山麓の農業被害多発地域を対象に、 GPS 
テレメトリーによる行動特性の分析を行った。当地では、水田（キヌヒカリやコシヒカリなど） 

への被害が 4 月下旬の代掻き以降から 9 月下旬の収穫期にかけてみられる。 GPS から得られた 

データは、このような被害が、放置された竹林や耕作放棄地への竹林の侵入がイノシシの餌場 

を生み出し（モウソウチク、ハチク、マダケを合わせると、2 月頃から 8 月頃にかけてタケノ 

コが食料になる）、さらに耕作放棄地に侵入したクズ、ササ、ススキなどの藪地がイノシシの餌 

場、潜伏地、移動経路などになっていること、そして、そのために耕作地周辺にイノシシが居 

つくために生じていることを示した。 

また、成獣オスの一個体は、イネの収穫期の前後から翌年の正月にかけ直線距離で 50km に 

およぶ移動をみせ、GPS テレメトリーにより広域に移動するイノシシのデータも得られた。 
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１．研究開始当初の背景 

我国にあってイノシシは、古くから田畑に 

農業被害をもたらす代表的な野生動物とな 

ってきた。そのため地域住民は、夜通しの見 

張りや追い払い、侵入防止柵や落とし穴の構 

築などの対応に追われてきた。 

イノシシと住民の攻防は近年も変わらな 

いが、特に戦後は、中山間地域の過疎化や高 

齢化が進み、イノシシ被害への対応に苦慮し 

ている地域が多い。これらの地域では、里山 

や里地周辺で耕作放棄地や放置竹林が拡大 

し、これらとイノシシの生息動向の関係を検 
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討する必要がある。 

近年のイノシシによる農業被害額は年間 

５０億円に達し、この問題は社会問題化して 

いる。イノシシ被害に対応するためには、ま 

ず、農業被害多発地域におけるイノシシの生 

態解明を正確に行ない、効果的な取り組みの 

ためのデータを収集・分析する必要がある。 

２．研究の目的 

森林や藪地に潜むイノシシの生態解明は 

容易でなく、これまでの情報収集の方法は２ 

つの段階にあった。 

ひとつは狩猟者や地域住民などへの聞き 

取り調査による情報収集であり、もうひとつ 

はラジオテレメトリーによる情報収集であ 

る。イノシシに電波発信機を装着して行動を 

追跡する後者の方法は、前者の方法では解ら 

なかったイノシシの生態を明らかにする上 

で画期的であった。しかし、逐次、調査者が 

現場で電波の受信を行なう必要があり、詳細 

な情報を継続的に入手し続けることは不可 

能であり、さらに人の手による受信の限界か 

ら、データに誤差が出ることが多かった。 

本研究では、このような課題をクリアーす 

るために、衛星からイノシシの位置を把握す 

る GPS テレメトリーを導入し、質の高いイ 

ノシシの行動解析を試みる。 

３．研究の方法 

イノシシの分布拡大と農業被害の増大が 

みられる典型的な地域として、滋賀県の比良 

山地山麓に調査地を設定する。ここは、筆者 

がこれまでにラジオテレメトリー調査と 
GPS テレメトリーの試験研究を実施してき 

たところであり、地域の行政、住民、狩猟者 

などとの連携も確立されている。 

イノシシはオス、メス、母親と子により行 

動が異なると推察されるため、それぞれの特 

徴を把握するために性差などを考慮して発 

信機を装着する。 
GPS 発信機は首輪型になっていて、重さが 

８００g ほどある。このような発信機は、イ 

ノシシの首から脱落する確率が高いことが 

これまでの試験研究で判明している。このよ 

うな事態が発生した場合は、発信機を回収し、 

捕獲作業を再度行ない、あらためて発信機を 

装着する。 

また、イノシシが行政認可のもとに行なわ 

れる有害鳥獣駆除事業の中で駆除されたり、 

狩猟期に捕獲される可能性があることから、 

事前に関係者に当調査への協力を依頼し、駆 

除や捕獲された場合は発信機を回収し、同様 

に装着作業をくりかえす。 

調査対象地域でのイノシシの農業被害は、 

水田の代掻きが行なわれる 4月から畦を掘り 

返えす被害が出始め、イネの収穫が終了する 

１０月まで見られるが、農業被害をもたらす 

イノシシの生態解明には年間を通した行動 

の特性を検討する必要があり、 GPS テレメト 

リーによる調査は、農業被害の期間以外も実 

施する。 

４．研究成果 
(1) 耕作放棄地、放置竹林を環境選択するイ 

ノシシ 

滋賀県西部の比良山地の丘陵部にある旧 

志賀町（現在は大津市）栗原集落周辺で、ま 

ず 2006 年 5 月 15 日に、水田脇の放置竹林の 

中に仕掛けた檻で成獣のオス(ID590)を捕獲 

し、3 時間毎に位置を把握できるようにスケ 

ジュールを設定した GPS を装着した。この 

イノシシのデータは、7 月中旬に脱落するま 

で入手できた。 

その後 2006 年 9 月 9 日にも、同所のクズ 

やササに覆われた耕作放棄地に仕掛けた檻 

で成獣のオス(ID885)を捕獲し、GPS を装着 

した（位置は 3 時間毎に把握できるようにス 

ケジュールを設定）。このイノシシのGPSは、 

その後翌年の正月に捕獲されるまで脱落す 

ることがなかった。このオスは、福井県若狭 

地方の名田庄から小浜市まで動き、京都府の 

旧美山町（現在は南丹市）で捕獲された。こ 

の遠距離移動については後述するとして、こ 

こでは耕作地周辺から山林に移動した頃の 

ようすをみる。 

図 1 イノシシの環境選択



当地では主にキヌヒカリという品種のイ 

ネが栽培され、この品種は 9 月 20 日頃に刈 

り取りがほぼ終了する。この 2 頭のイノシシ 

の位置情報を植生図の上におとすと、イネの 

収穫期前から収穫期頃にかけて、イノシシが 

水田雑草群落を中心に活動していることが 

判った（図 1）。図 2 は、昼(06:00～17:59)夜 
(18:00～05:59)別の行動をみたものであるが、 

主に夜間に活動し、昼間も水田雑草群落に潜 

んでいる（休息・睡眠）様子がうかがえる。 

この期間の行動範囲は狭く、イノシシが居つ 

いている様子が示される。 

水田雑草群落には、現在も耕作されている 

水田と耕作放棄地が含まれる。耕作放棄地に 

は、クズ・ササ・ススキなどが侵入している。 

また、この周辺には放置された竹林（モウソ 

ウチク、マダケ、ハチク）も多く、そこから 

耕作放棄地に竹が侵入している箇所もある。 

図 1、2 に示されるイノシシが活動している 

ポイントは、ほとんどがこのようなところで 

ある。 

図 2 イノシシの昼（黄）夜（青）別の 

活動状況 

当地では次のような水田（キヌヒカリ、コ 

シヒカリなど）の被害がみられる。 

○4 月下旬の代掻き以降、畦を踏みつけたり、 

掘り返しをする。 

○7 月下旬～8 月中旬の乳熟期以降、田に侵 

入する。 

今回の GPS のデータは、このようなイノ 

シシの被害が、放置された竹林や耕作放棄地 

への竹林の侵入が餌場を提供し（モウソウチ 

ク、ハチク、マダケを合わせると、2 月頃か 

ら 8 月頃にかけてタケノコが食料になる）、 

また耕作放棄地に侵入したクズ、ササ、スス 

キなどの藪地が餌場、潜伏地、移動経路など 

になり、耕作地周辺にイノシシが居つくこと 

によって生じていることを示している。 

イノシシは独立したオス、母親と子のグル 

ープなどの社会をもつといわれることから、 

母親と子の行動データの取得も試みた。 2007 
年  7 月初旬に、出産間もない  6 頭の子を 

持ったメスを捕獲した。何らかの原因で 

短期間で  GPS  からの音信が不通になっ 

たが、捕獲場所が放置竹林や耕作放棄地 

周辺の林地であったことから、イノシシ 

がこのような環境で子を出産し、子育て 

をしていることがうかがえた。 
2008  年  7  月下旬にも放置竹林で出産 

間もない 7頭の子を持ったメスを捕獲し 

たが、このイノシシもまた  GPS からの音 

信が不通になった。しかし、前年同様の 

出産と子育て期のイノシシの環境選択 

の一端がうかがえた。 

イノシシは 4 月から 7 月頃が出産期で、 

一年を過ぎるとオスの子は母親のもと 

を離れ独立していくとされる。今回の 
GPS から得られたデータは、放置竹林や 

耕作放棄地が、イノシシに餌場、潜伏地、 

出産場所、移動経路などを提供している 

ことを示すものであった。 

イネの収穫が終わる頃、ID885 のオスは耕 

作地周辺から山林に移動した。そこは、アベ 

マキ‐コナラ群集を中心とした山林である 

（図 1）。昼夜別の行動をみると、主に夜間に 

アベマキ‐コナラ群集の山林内で活動し、昼 

間はスギ・ヒノキなどの植林地に潜む（休 

息・睡眠）傾向がうかがえた（図 2）。 

イネの収穫期は、人々が耕作地に出て一斉 

に収穫作業を行うので、耕作地周辺は賑やか 

になる。食料となるイネも刈り取られ、見た 

目にも耕作地周辺がスッキリする。イネの収 

穫後も耕作地周辺に出没することがあるが、 

このような状況下で、イノシシは木の実が期 

待できる山林側に活動域を移動させていく 

ものと考えられる。 

(2) 広域に移動したイノシシの事例 
ID885のオスは10月28日までこの山林周 

辺にいたが、10 月 29 日には滋賀県と京都府 

の県境を越え、直線距離で西に 10km ほど離 

れた京都府側の山間に移動した。ここは山間 

の谷部で、比較的開けたところである。周辺 

にはクリ‐ミズナラ群集の山林が広がり、谷 

部はハンノキ群落やススキ群落がみられ（図 
3）、イノシシの生息環境としては良好な場所 

と思われる。



図 3 クリ‐ミズナラ群集の山林（薄緑） 

（中央部は開けた谷部：ハンノキ 

群落（紫）、ススキ群落（黄）） 

イノシシは、ここに 11月 1 日まで留まり、 
11 月 2 日には再び滋賀県側の元の山林にも 

どってきた。その後、11 月 3 日、4 日には、 

再び京都府側に移動しはじめ、 11 月 5 日には 

先に滞在した場所を通り、 11 月 6 日にはそこ 

から直線距離で 10km ほど北西側に移動し、 

さらに 11 月 7 日には西に直線距離で 7kmほ 

どの旧美山町（現在は南丹市）まで移動した 

（図 4）。 

図 4 広域に移動したイノシシ（ID885） 

このような動きが成獣オスの移動の一例 

であるとすれば、ここには移動を始める時の 

動き、移動の時の動き、一日の移動距離、数 

日間での長距離移動などが示される。これま 

で、イノシシの広域移動についての具体的な 

データはなかったため、この一例は貴重なデ 

ータとなる。 

このイノシシはその後、京都府と福井県の 

県境を越え、若狭地方の名田庄から小浜市ま 

で動き、2007 年正月に旧美山町で捕獲され 

た。放獣地からの移動距離は、直線距離で 
50km にもおよんでいる。11 月 15 日からは 

狩猟が解禁されるので、この期間はハンター 

や猟犬に追われることが想定され、 12 月頃か 

らは交尾期で成獣のオスはメスを求めて動 

くことも加味する必要があるが、遠距離を移 

動するオスの実態の一端が GPS 調査によっ 

て示された。 

なお、GPS によるイノシシ調査（GPS を 

首輪型のベルトでイノシシに装着する調査） 

は、イノシシ特有の体形からベルトが短期間 

で脱落するといった問題が生じる。この難題 

は各国のイノシシ研究者を悩ませているが、 

今後は脱落対策をさらに検討していく必要 

がある。 
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